
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　繰入金　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

1,637

20,035

補正予算

予

算

額

前年度繰越

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

国際交流員による国際化啓発を中心に、市町村ALTや外国籍県民等多様な国際交流の担い手に、地域における国際交流活動への参

画を促すよう、引き続き事業を継続していく。

18,398 16,734

目標に対

する成果

の状況

国際交流員の配置については、平成25年4月から英語圏（米）1名・中国1名の2名体制とし、県民の国際理解の促進を図っている。小中学

生を対象とした異文化理解講座や、地域における異文化理解講座等の活動に加え、海外からの訪日教育旅行やマスコミ招聘事業の通訳

等のインバウンド業務等、多岐に及ぶ業務に国際交流員が積極的に対応した。

 概算事業費（B（A）+C） 24,683 21,424 15,317 15,534

当初予算

5,450 4,955 4,955

10,326 1,668

73

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの

財源

16,807合計（A) 20,035

8,911

概　算

人件費

0.66 0.66 0.60 0.60

5,450

10,579

Ｈ25

19,233 15,974 10,362

36

175回

25年度25年度25年度25年度 26年度

項目

派遣等回数

10,362

10,36216,807

10,579

（単位：千円）　

項目

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

【左記の説明、根拠法令等】

県民の自発的な国際交流活動を促進するための環境整備をすることが県の役割である。

総合５か年

計画

プロジェクト  

事業内容

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（その他）

県民との協働による実施： 検討中

H25事業実績

E-mail

施策の総合的展開

２－２　協働、人権尊重、男女共同参画社会の実現

国際交流員の活動を通じ、県民の国際感覚のかん養が図られ、異文化理解・国際理解が促進されるとともに、県民の国際交流活動が活

発になる。

○県民が行う国際交流活動等への派遣ニーズに変化はなく、依頼へ対応

○国際交流員の自主イベントを開催し、異文化に触れることのできる場の提供

kokusai@pref.nagano.lg.jp

実施方法

○国際交流員2名により、県民の国際交流活動を支援するため、県民からの派遣要望に応える。　　　　　目標回数　95回

事業番号 04 05 06 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 国際交流員設置事業国際交流員設置事業国際交流員設置事業国際交流員設置事業
担

当

課

部局 県民文化部

４　国際化の推進 実施期間 S63 ～

課・室 国際課

95回 115回 達成 120回

H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

10,362 10,362合計

成果目標の達成状況

10,579

国際交流員設置事業 直接

小中学校等への訪問、国際理解講座等での講演、国

際交流イベントへの参加や国際交流員自主企画イベ

ントの開催

10,362 10,362 10,579


